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平
成

年

月
８
日
、

２８

１１

Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｄ（
国
際
か
ん
が

い
排
水
委
員
会
）国
際
執

行
理
事
会
が
タ
イ
王
国
の

チ
ェ
ン
マ
イ
市
で
開
催
さ

れ
、
世
界
か
ん
が
い
施
設

遺
産
に
明
治
用
水
が
登
録

さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま

し
た
。

世
界
か
ん
が
い
施
設
遺

産
と
は
、
か
ん
が
い
の
歴

史
・
発
展
を
明
ら
か
に
し
、

理
解
醸
成
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
建
設
か
ら

年
以
上
経
過
し
、
か
ん

１００が
い
農
業
の
発
展
に
貢
献

し
た
も
の
、
卓
越
し
た
技
術
に
よ

り
建
設
さ
れ
た
も
の
等
、
歴
史
的・

技
術
的
・
社
会
的
価
値
の
あ
る
か

ん
が
い
施
設
を
登
録
す
る
た
め
、

平
成

年
度
に
創
設
さ
れ
た
制
度

２６

で
す
。
登
録
に
よ
り
、
か
ん
が
い

施
設
に
関
す
る
意
識
向
上
に
寄
与

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
国
内
で
は
、
平
成

年
度
に

２６

９
施
設
、
平
成

年
度
に
４
施
設
、

２７

今
年
度
は

施
設
が
登
録
さ
れ
て

１４

い
ま
す
。
愛
知
県
内
で
は
平
成
２７

年
度
に
登
録
さ
れ
た
入
鹿
池
に
続

き
２
施
設
目
の
登
録
と
な
り
ま
し

明
治
用
水
が
世
界
か
ん
が
い
施
設

遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た

た
。都

築
弥
厚
を
は
じ
め
多
く
の
先

人
達
の
絶
え
間
な
い
努
力
に
よ
り
、

明
治

年
に
開
削
さ
れ
た
明
治
用

１３

水
は
、
本
市
の
農
業
、
工
業
の
発

展
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

明
治
用
水
は
明
治
用
水
土
地
改

良
区
が
管
理
す
る
か
ん
が
い
施
設

で
す
。

■問
▼
農
務
課

土
地
改
良
事
業
室

（
緯〈

〉２
２
３
６
）

７１

矢作川（写真右）に設置された明治用水頭首工から取水
する明治用水（豊田市水源町）

の
保
全
に
取
り
組
む
同
町
内
で
農

業
を
行
う
こ
と
で
、
安
全
安
心
で

消
費
者
が
納
得
す
る
農
産
物
生
産

を
目
指
し
奮
闘
し
て
い
る
。

■
農
業
青
年
奨
励
部
門

深
津
英
二（
東
端
町
）

え
い

じ

水
稲
・
麦・

大
豆
を
核
に

経
営
し
、
若

き
担
い
手
と

し
て
地
域
と

信
頼
を
築
き
町
内
の
環
境
保
全
に

も
尽
力
。
他
の
農
業
者
へ
の
支
援

や
農
地
の
集
積
化
を
図
っ
て
い
る
。

油
ヶ
淵
周
辺
の
低
地
農
地
で
の

転
作
栽
培
や
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
に

よ
る
食
害
等
、
東
端
地
区
の
課
題

克
服
に
努
力
。
ま
た
、
産
業
用
無

人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
の
農
薬
空
中

散
布
、
農
機
具
の
リ
ー
ス
活
用
等

で
労
力
・
コ
ス
ト
を
削
減
し
、
営

農
体
系
の
確
立
に
努
め
て
い
る
。

青
年
農
業
者
の
け
ん
引
役
と
し

て
、
農
業
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
変
さ

せ
る
新
し
い
経
営
モ
デ
ル
の
構
築

を
目
指
し
奔
走
し
て
い
る
。

子
ど
も
会
等
と
連
携
し
空
き
缶
拾

い
等
の
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

加
え
て
、
ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
、

さ
つ
ま
い
も
を
栽
培
し
、
品
評
会・

収
穫
祭
等
に
提
供
す
る
ほ
か
、
ひ

ま
わ
り
、
ス
ミ
レ
等
を
栽
培
し
、

憩
い
の
場
を
提
供
し
て
い
る
。
地

域
一
体
と
な
っ
た
活
動
は
、
農
地

等
の
多
面
的
機
能
へ
の
理
解
、
地

域
の
絆
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
。

■
営
農
部
門

岡
田
敏
文（
榎
前
町
）

と
し
ふ
み

水
稲
を
中

心
に
経
営
を

展
開
し
、
耕

作
面
積
を
徐

々
に
拡
大
。

積
極
的
な
設
備
投
資
に
よ
り
、
作

業
環
境
の
整
備
を
着
実
に
行
っ
て

い
る
。

平
成

年
に
J
A
あ
い
ち
中
央

２１

の
営
農
部
会
役
員
、
同

年
に
同

２２

胡
瓜
部
会
長
、
同

年
に
は
同
青

２８

色
申
告
部
会
長
に
就
任
す
る
等
、

農
業
者
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
周
囲

の
期
待
に
応
え
活
躍
し
て
い
る
。

ま
た
、
榎
前
町
の
町
内
会
・
環

境
保
全
会
の
活
動
に
協
力
し
、
地

域
の
発
展
に
尽
力
。
生
物
多
様
性

地
域
農
業
の
発
展
に
尽
く
し
た

人
を
顕
彰
し
ま
す
。
〈
敬
称
略
〉

■
地
域
づ
く
り
活
動
部
門

根
崎
農
地
水
環
境
保
全
協
議
会

（
根
崎
町
）

農
地
・
農
業
用
水
等
の
資
源
や

農
村
環
境
の
保
全
と
質
的
向
上
を

目
指
し
活
動
。
農
業
用
施
設
の
長

寿
命
化
の
た
め
、
水
路
の
診
断
・

補
修
を
実
施
。
ま
た
、
排
水
路
の

堆
積
物
を
除
去
し
減
災
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
道
水
路
等

の
草
刈
り
や
弥
生
会（
敬
老
会
）、
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７１

第

回
市
農
業
賞
受
賞
者
決
定

３１
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本
市
は
、
平
成

年
３
月
に

１８

「
安
城
市
食
料
・
農
業
・
交
流
基

本
計
画
」を
策
定
し
、
農
業
が
支

え
る
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
づ
く

り
を
実
現
す
る
た
め
、
各
施
策
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
本
年
度

に
計
画
期
間
の
満
了
を
迎
え
ま
す
。

今
後
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境

の
変
化
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
、

平
成

年
度
か
ら
平
成

年
度
ま

２９

３３

で
の
５
年
間
を
期
間
と
す
る
、「
第

２
次
安
城
市
食
料
・
農
業
・
交
流

基
本
計
画
」の
案
を
ま
と
め
ま
し

た
の
で
、
こ
の
案
に
対
す
る
皆
さ

ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■
計
画（
案
）の
閲
覧

●
と
き

１
月
６
日
晶
～
２
月
４

日
松
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

３０

分（
閉
庁
・
休
館
日
を
除
く
）

１５●
と
こ
ろ

農
務
課
、
市
政
情
報

コ
ー
ナ
ー
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、
各

地
区
公
民
館

※
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も
掲

載
。

■
意
見
の
提
出

●
意
見
を
提
出
で
き
る
人

次
の

敢
～
桓
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人

敢
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学

柑
市
内
に
事
業
所
等
を
有
す
る

桓
市
内
で
活
動
し
て
い
る

●
提
出
方
法

閲
覧
期
間
中
に
住

所
・
氏
名（
団
体
・
法
人
は
、
そ

の
名
称
と
所
在
地
、
代
表
者
氏

名
）、案
件
名
と
意
見
を
、
持
参
か

郵
送（
消
印
有
効
）・フ
ァ
ク
ス
・

Ｅ
メ
ー
ル
で
農
務
課（
〒

－

８

４４６

５
０
１
住
所
記
載
不
要
／
胃〈

〉
７６

１
１
１
２
／nom

u@
city.anjo.

aichi.jp

）

※
電
話
に
よ
る
意
見
提
出
は
不
可
。

個
別
に
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

第
２
次
安
城
市
食
料
・
農
業
・
交

流
基
本
計
画（
案
）へ
の
意
見
募
集

昨
年
４
月
か
ら
、
目
指
す
都

市
像
を
健
や
か
幸
せ
を
意
味
す

る「
健
幸
都
市
」と
し
た
、
新
し

い
本
市
の
長
期
計
画
が
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
こ
の「
健
幸機

」

は
、「
健
康機

」と
間
違
わ
れ
や
す

い
た
め
、
私
た
ち
は
時
々
意
識

的
に「
ケ
ン
サ
チ
」と
言
い
か
え

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

計
画
開
始
の
昨
年
は
、
試
行

錯
誤
に
よ
る
助
走
期
間
と
な
っ

た
た
め
、
健
幸
都
市
の
意
義
は
、

ま
だ
皆
さ
ん
に
し
っ
か
り
認
知

さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

本
年
は
市
制

周
年
と
い
う
節

６５

目
の
年
で
あ
り
、
に
ぎ
や
か
な

記
念
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す

の
で
、
ケ
ン
サ
チ
元
年
の
つ
も

り
で
Ｐ
Ｒ
や
意
識
の
高
揚
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

近
年
、「
２
０
２
５
年

問
題
」
と
い
う
こ
と
ば

が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
８
年
後
に

は
、
終
戦
直
後
に
産
ま

れ
た
団
塊
の
世
代
の
方

々
が
、

歳
以
上
の
後

７５

期
高
齢
者
に
な
ら
れ
ま

す
。
一
般
的
に

歳
を

７５

過
ぎ
る
と
医
療
や
福
祉

の
お
世
話
に
な
る
頻
度

が
高
く
な
る
た
め
、
近

い
将
来
の
医
療
・
福
祉

の
あ
り
方
が
問
わ
れ
始

め
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

と
こ
ろ
で
昨
年
の

「
高
齢
化
率
」は
、
全
国
平
均
が

約

％
と
な
り
、
日
本
人
の
４

２７
人
に
１
人
以
上
が
高
齢
者
と
な

り
ま
し
た
。
一
方
、
本
市
の
高

齢
化
率
は
約

％
と
や
や
低
く
、

２０

今
か
ら
超
高
齢
社
会
対
応
を
図

り
、
安
心
社
会
の
土
台
づ
く
り

を
し
て
ゆ
く
の
が
ケ
ン
サ
チ
活

動
の
意
義
な
の
で
す
。

健
幸
都
市
実
現
は
、
一
に

「
き
っ
か
け
づ
く
り
」、二
に「
し

く
み
づ
く
り
」、三
に「
ま
ち
づ

く
り
」と
考
え
ま
す
。
ま
ず
は

皆
さ
ん
に
、
健
幸
生
活
を
目
指

す
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

自
主
的
な
取
組
を
支
援
す
る
体

制
を
整
え
、
そ
し
て
安
城
で
の

暮
ら
し
そ
の
も
の
が
ケ
ン
サ
チ

な
生
活
と
な
る
都
市
を
目
指
し

ま
す
。

本
年
は
市
民
一
人
ひ
と
り
に
、

ご
自
身
と
ご
家
族
を
含
め
た
健

幸
生
活
の
青
写
真
を
描
い
て
い

た
だ
き
、
真
の
幸
福
社
会
へ
の

確
か
な
一
歩
と
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
本
市
の
ケ
ン

サ
チ
運
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

健健幸ウォーキングに健幸ウォーキングにてて

健健康づくりフォーラ健康づくりフォーラムム（おやつづくりセミナー（おやつづくりセミナー））にてにて
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７１

水水田で色づく稲水田で色づく稲穂穂


